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2広報いずみ ２００７（平成１９年）１/１号

新市発足２年目の
着実な発展を目指して

　出水市長　渋谷　俊彦

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
希
望
に
満
ち
た
平
成　

年
の
新
春
を

１９

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
３
月　

日
、
旧
出
水
市
・
高
尾
野

１３

町
・
野
田
町
が
そ
れ
ぞ
れ
の
長
い
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
、
人
口
約
５
万
８
千
人
の
北
薩
の

中
核
都
市
新
生「
出
水
市
」が
誕
生
い
た
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
新
市
発
足
に
伴

う
制
度
等
の
変
更
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
戸

惑
い
や
不
安
も
あ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
が
、

新
市
へ
の
ご
期
待
と
と
も
に
市
政
の
円
滑
な

推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

７
月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
は
、
鹿
児

２１

２３

島
県
北
部
豪
雨
災
害
と
命
名
さ
れ
た
北
薩
地

方
を
襲
っ
た
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

ご
案
内
の
と
お
り
米
ノ
津
川
沿
岸
を
は
じ
め

市
内
全
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
新

市
発
足
の
年
に
大
き
な
痛
手
と
な
り
、
忘
れ

ら
れ
な
い
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
、

人
的
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
で
し

た
が
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
市
民
の
皆
様
に
は

改
め
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

災
害
復
旧
に
際
し
て
は
、
市
民
や
本
市
出

身
の
皆
様
を
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
救
援
物
資
、
義
援
金

等
の
心
温
ま
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
早
め

に
日
常
生
活
へ
の
回
復
が
で
き
、　

月　

日

１０

１５

に
は
新
出
水
市
誕
生
記
念
式
典
を
予
定
ど
お

り
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
県
や
関
係
機

関
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
国
の
激
甚
災
害
の
指

定
や
米
ノ
津
川
河
川
激
特
事
業
の
採
択
が
な

さ
れ
、
本
年
か
ら
本
格
的
な
復
旧
・
復
興
事

業
が
始
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

は
、
今
後
の
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
事

業
で
あ
り
、
円
滑
な
事
業
推
進
に
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
新
市
が
発
足
し
て
２
年
目
を
迎
え

る
本
年
は
、
平
成　

年
度
中
に
市
の
総
合
計

１９

画
を
策
定
し
、
将
来
の
活
性
化
や
発
展
に
向

け
進
む
べ
き
道
筋
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
合
併
後
い
ち
早
く
策
定
に

着
手
し
た
、
行
財
政
改
革
の
柱
と
な
る
行
政

改
革
大
綱
や
実
施
計
画
は
、
本
年
３
月
ま
で

に
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
や
達
成
時
期
を

公
表
し
実
施
に
移
す
計
画
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
少
子
化
対
策
と
し
て
の
乳
幼
児
医

療
制
度
の
拡
充
、
市
政
へ
の
市
民
参
画
や
透

明
性
の
向
上
、
公
正
の
確
保
の
た
め
の「
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
」の
導
入
等
、
新

市
の
重
点
項
目
と
し
て
掲
げ
た
課
題
に
そ
れ

ぞ
れ
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
政
運
営
へ
の

一
層
の
市
民
参
画
が
図
ら
れ
る
仕
組
み
を
つ

く
る
た
め
、
住
民
主
導
に
よ
る
自
治
基
本
条

例
の
制
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
産
業
の

振
興
等
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
り
な
が

ら
新
市
の
諸
課
題
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
は

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
等
の
高
速
交
通
網

の
整
備
促
進
に
努
め
、
多
く
の
市
民
の
皆
様

か
ら「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
、
市
政
の
運
営
と
着
実
な
発

展
に
努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
、
本
年
が
災

害
等
の
な
い
平
穏
で
充
実
し
た
年
と
な
り
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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3 広報いずみ ２００７（平成１９年）１/１号

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満

ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
５
月
、
新「
出
水
市
」の
初
代

の
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
新

し
い
年
を
迎
え
、
一
段
と
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
、
私
ど
も
議
員　

人
が
お
互

３０

い
に
切
磋
琢
磨
し
て
、
皆
様
と
と
も
に
手
を

携
え
て
、
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
本
市
が
さ
ら
に
大
き
く

発
展
し
て
い
く
た
め
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
出
発
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
３
月　

日
に

１３

旧
出
水
市
・
高
尾
野
町
・
野
田
町
が
合
併
し
、

人
口
約
５
万
８
千
人
の
新「
出
水
市
」が
誕
生

い
た
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、

関
係
各
方
面
の
皆
様
に
は
、
新
市
の
誕
生
と

新
生「
出
水
市
」の
各
面
に
わ
た
り
、
温
か
い

ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
の
世
代
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
魅

力
あ
る
す
ば
ら
し
い
地
域
社
会
を
残
し
て
い

く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
皆
様
が
力

を
合
わ
せ
て
、
新「
出
水
市
」の
新
た
な
歴
史

を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

反
面
、
昨
年
は
、
本
市
に
と
り
ま
し
て
大

変
厳
し
い
、
試
練
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

７
月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
、
過
去
に
例

２１

２３

を
見
な
い
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
住
家
や

商
店
街
、
農
地
、
山
林
等
に
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に

は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

災
害
義
援
金
や
災
害
復
旧
等
、
多
大
な
ご
支

援
を
賜
り
ま
し
た
多
く
の
皆
様
方
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

今
年
一
年
が
、
災
害
や
事
故
等
の
な
い
、

日
々
平
穏
な
年
で
あ
る
よ
う
祈
念
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
少
子
・
高
齢

化
の
進
行
や
財
政
問
題
等
、
諸
課
題
が
山
積

し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
豊
か
な

自
然
と
、
こ
れ
ま
で
、
先
人
が
長
年
に
わ
た

り
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
輝
か
し
い
文
化
・

伝
統
を
大
切
に
守
り
な
が
ら
、「
人
と
自
然

が
融
和
し
た　

に
ぎ
わ
い
あ
る
元
気
都
市　

出
水
市
」の
実
現
に
向
け
て
、
英
知
を
結
集

し
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
新
生

「
出
水
市
」が
名
実
と
も
に「
北
薩
の
中
核
都

市
」と
し
て
限
り
な
く
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
元
気

で
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　希望に満ちた「元気都市・出水市」の
　実現を目指して

　　出水市議会議長　井手　正弘
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4広報いずみ ２００７（平成１９年）１/１号

平成18年にあった主な出来事や催し平成18年にあった主な出来事や催し

　
１

月

１　

月　

◇
第　

回
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大

４２
会（　

日
・
野
田
）

１５

◆
新
市
の
市
章
が
決
定（　

日
）

２６

　
２

月

２　

月　

◇
出
水
市
農
畜
産
物
直
売
所「
特

産
館
い
ず
み
」が
オ
ー
プ
ン（
４

日
・
出
水
）

●
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道「
出

水
〜
阿
久
根
間
」事
業
着
手
式

（
５
日
・
阿
久
根
市
）

◇
第　

回
出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大

２０
会（　

日
・
出
水
）

１２

◇
西
水
流
大
橋
が
完
成
し
、
し
ゅ

ん
工
式（　

日
・
高
尾
野
）

１５

◇
ケ
タ
打
瀬
船
が
水
産
庁
主
催
の

「
未
来
に
残
し
た
い
漁
業
漁
村

の
歴
史
文
化
財
産
百
選
」に
選

定（　

日
・
出
水
）

１７

◇
傷
病
ナ
ベ
ヅ
ル
の
幼
鳥
３
羽
を

山
口
県
周
南
市
に
移
送（　

日
）

２５

◇
市
音
楽
ホ
ー
ル
で
出
水
市
閉
市

式（　

日
・
出
水
）

２６

◇
第　

回
高
尾
野
校
区
一
周
集
落

２６
対
抗
駅
伝
大
会（　

日
・
高
尾
野
）

２６

　
３

月

３　

月　

◇
野
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
野
田
町
閉
町
式（
４
日
・
野

田
）

◇
高
尾
野
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
高
尾
野
町
閉
町
式（
５

日
・
高
尾
野
）

◆
新「
出
水
市
」誕
生
。
本
庁
・
各

支
所
で
開
市
・
開
庁
式（　

日
）

１３

◆
第　

回
ツ
ル
を
送
る
ま
つ
り
歌

４３
謡
大
会（　

日
）

１８

◆
中
の
市（　

日
・　

日
）

２１

２２

　
４

月

４　

月　

◆
無
投
票
で
初
代
市
長
に
渋
谷
俊

彦
氏
が
就
任（　

日
）

２４

◆
新
市
の
市
議
会
議
員　

人
が
誕

３０

生（　

日
）

２４

　
５

月

５　

月　

◆
市
ツ
ル
保
護
セ
ン
タ
ー
で
保
護

さ
れ
て
い
る
マ
ナ
ヅ
ル
が
卵
２

個
を
産
卵（　

日
・　

日
）

１２

１５

　

※
ふ
化
に
は
至
ら
ず
。

◆
初
代
教
育
委
員
会
教
育
長
に
溝

口
省
三
氏
が
選
任（　

日
）

１７

●
大
相
撲
の
元
幕
内「
隆
の
鶴
」が

現
役
を
引
退（　

日
）

１８

　
６

月

６　

月　

◆
市
高
尾
野
温
泉
セ
ン
タ
ー「
も

み
じ
」の
入
浴
者
が　

万
人
を

２００

達
成（
４
日
）

　
７

月

７　

月　

◆
第
１
回
市
民
体
育
大
会

◆
市
ツ
ル
博
物
館
ク
レ
イ
ン
パ
ー

ク
い
ず
み
の
入
館
者
が　

万
人

３０

を
達
成（　

日
）

１５

◆「
平
成　

年
７
月
鹿
児
島
県
北

１８

部
豪
雨
災
害
」、
米
ノ
津
川
が

２
度
に
わ
た
り
は
ん
ら
ん（　
２２

日
・　

日
）

２３

　
８

月

８　

月　

◆
初
代
助
役
に
大
田
正
�
氏
、
平

原
三
男
氏
が
就
任（
４
日
）

　
９

月

９　

月　

◆
農
業
委
員
会
委
員
選
挙（
３
日
）

◆
市
農
畜
産
物
直
売
所「
特
産
館

い
ず
み
」の
利
用
者
が　

万
人

１０

を
達
成（　

日
）

３０

　

月

　
　

月　

１０１０◆
市
の
木「
イ
ヌ
マ
キ
」、
市
の
花

「
ツ
ツ
ジ
」を
制
定（
１
日
）

◆
ツ
ル
の
第
１
陣（
ナ
ベ
ヅ
ル　
１３

羽
）が
飛
来（　

日
）

１４

◆
新
出
水
市
誕
生
記
念
式
典（　
１５

日
）

◆
市
文
化
祭（　

日
・　

日
野
田
地

２８

２９

域
）

 

　

月

　
　

月　

１１１１◆
第　

回
西
日
本
オ
ー
ル
ド
カ
ー

１９
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
３
日
）

◆
市
文
化
祭（
４
日
・
５
日
出
水

地
域
、　

日
・　

日
高
尾
野
地

１１

１２

域
）

◆
市
大
産
業
祭（　

日
・　

日
）

１８

１９

◆
第　

回
た
か
お
の
鶴
駅
伝
大
会

２４
（　

日
）

２３
◆　

季
連
続
の
万
羽
ヅ
ル
と
な
る

１０

　
（　

日
）

２５
◆
第　

回
市
民
駅
伝
大
会（　

日
）

２４

２６

　

月

　
　

月　

１２１２◆
第
２
回
歳
の
市
野
田
郷
む
ら
ま

つ
り（
３
日
）

◆
出
水
駅
観
光
特
産
品
館「
飛
来

里
」の
利
用
者
が　

万
人
を
達

１０

成（　

日
）

１０

◆
第
１
回
市
内
地
区
対
抗
駅
伝
競

走
大
会（　

日
）

１７

平成18年は
市町合併、
県北部豪雨災害など
さまざまなことが

ありました

高尾野支所

本庁

県北部豪雨災害県北部豪雨災害
（浸水した栄町商店街）（浸水した栄町商店街）

野田支所

県北部豪雨災害県北部豪雨災害
（消防署付近）（消防署付近）新出水市誕生記念式典新出水市誕生記念式典

野田地域

高尾野地域

出水地域

平成18年は平成18年は
市町合併、市町合併、
県北部豪雨災害など県北部豪雨災害など
さまざまなことがさまざまなことが

ありましたありました

【開市・開庁式】

【市文化祭】

Title:04  
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市政座談会を開催市政座談会を開催

　

　市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民ののののののののののののののののののののののののののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆さささささささささささささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんののののののののののののののののののののののののののののののののの声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声ををををををををををををををををををををををををををををををををを市民の皆さんの声を

　市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長ががががががががががががががががががががががががががががががががが直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴きききききききききききききききききききききききききききききききききしししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた市長が直接お聴きしました

　　　　　　高尾野・野田地域で開催　

　

市
政
座
談
会
が
、
高
尾
野
地
域
と
野
田
地

域
で　

月
１
日
か
ら
同　

日
に
か
け
計
５
回

１１

１５

開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

座
談
会
で
は
、
市
政
の
基
本
方
針
に
関
わ

る
問
題
、
新
市
発
足
に
伴
う
制
度
等
の
変
更

に
よ
り
生
じ
て
い
る
問
題
、
全
国
的
に
問
題

に
な
っ
て
い
る
い
じ
め
の
問
題
、
合
併
後
の

財
政
状
況
に
つ
い
て
の
不
安
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
る
ご
質
問
や
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
は
、
今
後
の

市
政
へ
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
度
は
出
水
地
域
で
行
う
予
定

で
す
。

座
談
会
で
の
質
疑
の
一
部
を

要
約
し
て
紹
介
し
ま
す

　

（
質
問
）

　

合
併
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
意
見
が
あ

る
。
合
併
前
に
は
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
問

題
や
不
満
等
を
拾
い
上
げ
、
解
決
し
て
い
く

仕
組
み
作
り
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
ほ
し
い
。

　

（
回
答
・
市
長
）

　

合
併
に
対
し
否
定
的
な
意
見
と
い
う
の
は

ど
の
地
域
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
合
併
の
効
果
が
一
日
で
も
早
く
住
民

の
方
々
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
将

来
に
向
け
て
大
事
な
問
題
に
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

施
設
利
用
な
ど
の
プ
ラ
ス
面
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
合
併
し
た
成
果
が
表
れ
る
の

は
こ
れ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
そ
の
基

盤
作
り
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ま
た
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

（
質
問
）

　

財
政
が
厳
し
い
た
め
合
併
し
た
と
思
う
が

出
水
市
は
大
丈
夫
な
の
か
。
病
院
も
相
当
厳

し
い
経
営
を
な
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
ど

う
か
。

　

（
回
答
・
市
長
）

　

合
併
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
財
政

が
良
く
な
る
と
言
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

５
年
、　

年
か
け
て
健
全
化
に
向
け
て
努
力

１０

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
歳
出
を
減
ら

す
た
め
、
給
与
の
削
減
を
し
て
お
り
、
事
務

事
業
も
見
直
し
て
い
き
ま
す
。
歳
入
も
き
ち

ん
と
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

　

病
院
に
つ
い
て
は
、「
病
院
在
り
方
検
討

委
員
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
答
申

を
受
け
て
抜
本
的
な
改
革
に
乗
り
出
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

（
質
問
）

　

市
内
の
学
校
に
い
じ
め
は
な
い
の
か
。
独

自
調
査
は
行
う
の
か
。

　

（
回
答
・
教
育
長
）

　

先
日
、
調
査
を
行
い
、
自
分
が
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
と
思
う
も
の
を
全
部
挙
げ
さ
せ
た

と
こ
ろ
、
か
ら
か
い
等
も
含
め
て
、
小
学
校
・

中
学
校
・
商
業
高
校
で
合
計　

件
挙
が
っ
て

９２

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
解
決
し
て
い
な
い
も

の
が
３
分
の
１
ぐ
ら
い
あ
り
、
そ
の
一
つ
一

つ
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
後
、
い
じ
め
問
題
を
考
え
る
週
間
を

設
け
た
り
、
緊
急
の
校
長
会
を
開
く
な
ど
の

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は
、
最
悪
の
状
態

を
想
定
し
て
真
剣
に
取
り
組
み
ま
す
。

各会場の参加人数

参加人数対 象 者場　　所月　日

５９人江 内 小 学 校 区 居 住 者江 内 カ ン ト リ ー コ ア１１月１日

４７人野田小学校区居住者（上名）野田農村環境改善センター６日

７６人下水流小学校区居住者下水流農業者トレーニングセンター１３日

９１人高尾野小学校区居住者高尾野農村環境改善センター１４日

３７人野田小学校区居住者（下名）野田農村環境改善センター１５日

３１０人合　計
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市
で
は
、
現
在
、
行
政
改
革
大
綱
お
よ

び
同
実
施
計
画
を
策
定
中
で
す
。
こ
れ
ら

は
、
市
民
参
画
・
協
働
の
推
進
と
い
う
観

点
か
ら
、
市
民
代
表
ら
で
構
成
さ
れ
る
行

政
改
革
推
進
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
ま

た
、
新
た
に
制
定
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
手
続
を
経
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

実
施
計
画
に
定
め
る
の
は
、
全
部
で　
５３

の
取
組
事
項
。
今
号
で
は
、
そ
の
前
半
部

分
の　

項
目
を
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

２９

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
実
施
計
画
に
定
め

る
取
り
組
み
以
外
に
も
、
個
別
の
行
政
改

革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
各
取
組
事
項
に
つ
い
て
は
、
毎

年
度
、
そ
の
内
容
を
評
価
し
、
必
要
な
改

善
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

内
容
の
説
明（
左
表
の
＊
印
）

○
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
の
推
進

　

組
織
の
機
動
性
・
柔
軟
性
向
上
の
た
め

に
、
小
規
模
の
係
を
統
廃
合
し
、
課
の
分

掌
事
務
を
最
も
効
率
的
に
執
行
で
き
る
よ

う
な
、
担
当
職
員
と
グ
ル
ー
プ
・
リ
ー

ダ
ー
で
編
成
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
横
型
の

集
団
に
よ
っ
て
事
務
を
執
行
す
る
仕
組
み

を
課
単
位
で
導
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

グ
ル
ー
プ
の
編
成
や
リ
ー
ダ
ー
は
、
業
務

の
流
れ
や
性
質
等
に
基
づ
い
て
所
属
長

（
課
長
等
）が
決
定
し
ま
す
。

○
部
主
管
課
制
度
の
創
設

　

部
内
業
務
の
統
一
性
確
保
と
、
権
限
・

責
任
の
明
確
化
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
・

高
度
化
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
、
総
務
課

一
極
集
中
業
務
の
分
散
化
と
部
ご
と
の
企

画
管
理
部
門
の
明
確
な
位
置
付
け
を
行
お

う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
質
の

高
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く
た

め
に
、
①
総
合
相
談
窓
口
の
設
置
、
②
窓

口
受
付
時
間
の
見
直
し
、
③
接
遇
の
改
善

等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
時
差
出
勤
等
柔
軟
な
勤
務
時
間
制
度
の
導
入

　

時
間
外
勤
務
・
休
日
勤
務
の
縮
減
と
窓

口
時
間
延
長
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
く
た

め
に
、
早
出
・
遅
出
勤
務
の
制
度
化
な
ど

市
民
視
点
で
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
の

実
施
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
集
合
収
納
制
度
の
廃
止

　

行
政
事
務
連
絡
員
に
委
嘱
し
て
い
る
公

金
等
の
集
合
収
納
制
度
を
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
と
公
金
取
扱
上
の
安
全
性
確
保

の
観
点
か
ら
、
口
座
振
替
制
度
推
進
と
の

調
整
を
行
い
な
が
ら
廃
止
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

○
行
政
評
価
制
度
の
導
入

　

毎
年
度
、
一
定
の
基
準
や
指
標
に
よ
る

各
事
務
事
業
等
の
妥
当
性
・
達
成
度
・
成

果
等
の
評
価
を
行
う
も
の
で
、
評
価
結
果

に
基
づ
い
た
各
事
務
事
業
等
の
継
続
・
廃

止
等
の
判
断
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
導
入

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
電
子
自
治
体
の
推
進

　

効
率
的
な
文
書
管
理
・
意
思
決
定
シ
ス

テ
ム
の
構
築
の
た
め
、
①
電
子
申
請
の
導

入
推
進
、
②
電
子
入
札
制
度
の
調
査
研
究
、

③
総
合
的
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入

の
ほ
か
、
④
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム

カ
ー
ド
の
高
付
加
価
値
化
の
調
査
研
究
を

行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
透
明
性
の
高
い
新
人
事
評
価
制
度
の
導
入

　

厳
正
的
確
な
人
員
配
置
と
給
与
の
格
付

け
・
昇
給
基
準
の
明
確
化
を
行
う
た
め
に
、

①
昇
任
試
験
制
度
や
希
望
降
任
制
度
の
導

入
、
②
勤
務
評
定
制
度
の
拡
充
、
③
昇

行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
ののののののののののののののののののののののののののののの
概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①

行
政
改
革
実
施
計
画
の
概
要
①

実施計画の記載例（左表の１－�－①の例）

新市まちづくり推進課所管課１－１－１管理番号

組織機構の見直し
（各行政委員会、医療センターを含む）取組事項

〇組織の簡素・効率化、機動性の確保目標　　
　／効果

〇部・課・係制度の総点検による組織機構
　の見直し
〇少人数組織の統廃合

内　　容

平２２平２１平２０平１９平１８
年度計画

→→実施検討
実施検討
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給
・
昇
任
・
人
事
異
動
基
準
の
積
極
的
公

表
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
人
事
異
動
に
お
け
る
Ｆ
Ａ

制
度
の
導
入

　

人
員
配
置
の
適
正
化
と
職

員
の
意
欲
向
上
を
図
る
た
め

に
、
事
務
事
業
に
対
し
て
積

極
的
な
職
員
の
異
動
希
望
を

実
現
す
る
制
度
を
確
立
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
職
員
数
の
適
正
化

　

適
正
な
職
員
数
に
よ
る
効

率
的
な
行
政
運
営
を
行
っ
て

い
く
た
め
に
、
①
施
設
・
組

織
・
事
務
事
業
の
見
直
し
に

よ
る
職
員
定
数
の
削
減
、
②

臨
時
職
員
・
嘱
託
職
員
活
用

の
検
討
、
③
定
員
適
正
化
計

画
の
策
定
を
行
お
う
と
す
る

も
の
で
す
。

行政改革実施計画における取組事項一覧（その１）
平２２平２１平２０平１９平１８所　管　課１　経営型行政運営への取り組み

�　市民ニーズに的確・迅速に対応可能な組織機構等の構築

→→実検・実検※新まち課①　組織機構の見直し

→→→実検新まち課②　本庁・支所のあり方の見直し

→→実検・実検新まち課③　グループ制の導入の推進＊

→→実検・実検新まち課④　部主管課制度の創設＊

→→→実検消防本部警防課⑤　消防団組織の見直し

→→実検・実検新まち課、市民課、
税務課⑥　窓口サービスの向上＊

→→実検・実検新まち課⑦　事務決裁制度の見直し

→→実検・実検企画調整課⑧　市内循環ふれあいバスのあり方検討

→実→→検選管事務局⑨　投票区の統合・再編

→→実検・実検総務課⑩　時差出勤等柔軟な勤務時間制度の導入＊

→→→実検総務課⑪　災害対策事務の見直し

実→→→検税務課⑫　集合収納制度の廃止＊

→→→実検・実企画調整課⑬　市民満足度調査の導入

�　コストを意識した効率的・効果的な行政運営

→→→実検新まち課①　事務事業の見直し

実検・実→→検新まち課②　行政評価制度の導入＊

→→→実検・実情報管理課③　電子自治体の推進＊

→→実検・実検総合医療センター、
水道課、下水道課④　公営企業等中期経営計画の策定

→→→実検・実新まち課⑤　全庁的事務改善活動の推進

→→実検・実検税務課⑥　市税収納制度の見直し

→実検・実→検市民課、税務課⑦　証明書等自動交付機の導入の検討

→→実検・実検新まち課⑧　事務処理手順のマニュアル化

�　市民ニーズに柔軟に対応する人材の育成

→→→実検・実総務課①　人材育成に関する基本方針の策定・推進

→→→実検・実総務課②　透明性の高い新人事評価制度の導入＊

→→実検・実検総務課③　人事異動におけるＦＡ制度の導入＊

�　定員管理及び給与の適正化

→→→実検・実新まち課①　職員数の適正化＊

→→→実検・実総務課②　早期勧奨退職制度の拡充

→→実→検総務課③　職位に対応した給与の適正化

→→→実検総務課④　手当の総点検

→→実→検総務課⑤　非常勤特別職報酬と臨時職員賃金の見直し

１　「検」は、実施の前段階においての計画・調査等すべての事前準備を表しています。
２　「実」は、改革項目の完全実施だけでなく、段階的な実施や部分的な実施を表しています。
３　「検・実」は、年度内において検討の段階から実施の段階に移行することを表しています。
４　「→」は、前年度と同じ改革内容を継続させることを表しています。
　※所管課欄においては、新市まちづくり推進課を「新まち課」と略して記しています。

　

次
号
で
は
、
今
号
に

引
き
続
き
、
行
政
改
革

実
施
計
画
の
概
要
②
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。
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「
出
水
市
大
産
業
祭
」が
、　

月
１１

　

日
と　

日
の
両
日
、
市
陸
上
競

１８

１９

技
場
駐
車
場
や
市
中
央
公
民
館
な

ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

陸
上
競
技
場
駐
車
場
で
は
、

「
ふ
る
さ
と
出
水
特
産
市
」や「
農

林
水
産
ま
つ
り
」、「
飲
食
ま
つ

り
」、「
出
水
地
区
学
校
給
食
展
」、

「
環
境
フ
ェ
ス
タ
」が
開
か
れ
た
ほ

か
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
抽
選

会
や
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ
り
ま

し
た
。

　

陸
上
競
技
場
隣
の
芝
生
広
場
で

は
、「
く
ら
し
と
木
材
ま
つ
り
」や

大
人
気
の
子
豚
レ
ー
ス
な
ど
、
多

目
的
広
場
北
側
で
は
、「
交
通
安

全
フ
ェ
ア
」や「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
」、
中
央
公
民
館
で
は
、「
健
康

ま
つ
り
」、
音
楽
ホ
ー
ル
で
は「
環

境
ポ
ス
タ
ー
展
」な
ど
多
く
の
行

事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
は
、

「
薩
摩
寒
蘭
鹿
児
島
県
連
合
会
展

示
大
会
」、
出
水
公
会
堂
で
は
、

「
出
水
盆
栽
展
」も
併
せ
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
市
と
友
好
都
市
の
北
海
道
釧

路
市
か
ら
も
出
店
が
あ
り
、
カ
ニ

や
昆
布
な
ど
北
海
道
の
特
産
品
が

販
売
さ
れ
、
初
日
で
完
売
す
る
ほ

ど
の
人
気
で
し
た
。

　

初
日
が
雨
と
な
っ
た
た
め
、
昨

年
よ
り
や
や
少
な
い
人
出
で
し
た

が
、
今
年
も
大
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。

釧路市からの出店 出水の特産品が一同に 「ふるさと出水特産市」

産業祭ならではの縄を使ったテープカット

大勢の来場者が声援を送った大人気の子豚レース

大
盛
況

大
盛
況�

　
出
水
市
大
産
業
祭

出
水
市
大
産
業
祭�

！！！！�

大
盛
況

大
盛
況�

　
出
水
市
大
産
業
祭

出
水
市
大
産
業
祭�

！！！！�

大
盛
況

大
盛
況�

　
出
水
市
大
産
業
祭

出
水
市
大
産
業
祭�

！！！！�

大
盛
況

大
盛
況�

　
出
水
市
大
産
業
祭

出
水
市
大
産
業
祭�

！！！！�

大
盛
況�

　
出
水
市
大
産
業
祭�

！！�

約
６
万
人
が
訪
れ
る

白バイに乗って記念撮影 「交通安全フェア」 日ごろから健康管理を 「健康まつり」

大
川
内
小
学
校
の
児
童
に
よ
る 
「
山
田
楽
」

（
児
童
数
減
少
に
よ
り
、
同
校
の
児
童

だ
け
で
の
存
続
は
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
）

Title:08-09(子豚/駅伝)  
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雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中の中、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすきききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききをををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐたすきをつなぐ
～駅伝大会の結果～
（各部門の１位のみ掲載）

　
　
（　

月　

日
、
高
尾
野
川
ジ
ョ
ギ
ン
グ

１１

２３

ロ
ー
ド
周
回
コ
ー
ス
）

　

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
の
各
層
を
対
象
と

し
た
総
合
駅
伝
大
会
で
、
地
域
の
Ｐ
Ｒ
と
活

性
化
を
図
ろ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
外
か
ら　

チ
ー
ム
、　

人
の
選
手
が

１２６

６３０

出
場
。
降
り
続
く
雨
の
中
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

【
小
学
生
男
子
の
部　
　

５
区
間
９
・　

�
】

９９

　

国
分
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
Ａ
＝　

分　

秒

３８

１３

【
小
学
生
女
子
の
部　
　

５
区
間
９
・　

�
】

９９

　

国
分
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
Ａ
＝　

分　

秒

３９

２７

【
中
学
生
男
子
の
部　
　

５
区
間　

・　

�
】

１６

５７

　

加
治
木
中
学
校
Ａ
＝　

分
６
秒

５５

【
中
学
生
女
子
の
部　
　

５
区
間
９
・　

�
】

９９

　

芦
北
郡
中
学
校
女
子
チ
ー
ム
＝　

分
９
秒

３７

【
高
校
生
男
子
の
部　
　

５
区
間　

・　

�
】

１８

６５６

　

鶴
翔
高
校
Ａ
＝　

分　

秒

５６

５６

【
一
般
男
子
の
部　
　
　

５
区
間　

・　

�
】

１８

６５６

　

ニ
ト
ロ
走
友
会
＝　

分
３
秒

５７

　
　
（　

月　

日
、
市
陸
上
競
技
場
と
そ
の

１１

２６

周
辺
コ
ー
ス
）

　

こ
の
大
会
は
、
市
体
育
指
導
委
員
が
だ
れ

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
大
会
を
目
指
し
企

画
、
運
営
し
、
毎
年
大
勢
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー

が
参
加
す
る
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。

　

今
大
会
は
、
冷
た
い
雨
に
見
舞
わ
れ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、　

チ
ー
ム
、　

人
が
健
脚
を

９０

６３０

競
い
ま
し
た
。

【
一
部（
中
学
・
高
校
・
一
般
男
子
の
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
区
間　

・　

�
】

１８

９１

☆
南
日
本
新
聞
社
杯
一
部
総
合
優
勝

　

フ
ラ
イ
ン
グ
＝
１
時
間
３
分　

秒
４０

【
二
部　

７
区
間　

・　

�
】

１１

９６

☆
南
日
本
新
聞
社
杯
二
部
総
合
優
勝

　

出
水
中
央
高
校
陸
上
部

　

◆
一
般
女
子
の
部

　
　

太
田
明
星
会
Ａ
＝　

分　

秒

５３

５１

　

◆
中
学
・
高
校
女
子
の
部

　
　

出
水
中
央
高
校
陸
上
部
＝　

分
４
秒

４９

　

◆
小
学
男
子
の
部

　
　

下
水
流
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
＝　

分
７
秒

５０

　

◆
小
学
女
子
の
部

　
　

出
水
市
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
　

＝　

分
６
秒

５１

　
　
（　

月　

日
、
市
陸
上
競
技
場
と
そ
の

１１

１２

周
辺
コ
ー
ス
）

【
男
子　

８
区
間　

・　

�
】

３８

９９

　

出
水
市
Ａ
＝
２
時
間　

分　

秒

１０

１９

　

▽
６
チ
ー
ム
参
加
（
う
ち
２
チ
ー
ム
は
オ

ー
プ
ン
参
加
）

【
女
子　

５
区
間　

・　

�
】

１５

３５８

　

出
水
市
Ａ
＝　

分　

秒

５７

４１

　

▽
４
チ
ー
ム
参
加
（
う
ち
１
チ
ー
ム
は
オ

ー
プ
ン
参
加
）

新「
出
水
市
」発
足
記
念
事
業

第第第第第第第第第第第　

回回回回回回回回回回
たたたたたたたたたた
かかかかかかかかかか
おおおおおおおおおお
のののののののののの
鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴
駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
大大大大大大大大大大

回
た
か
お
の
鶴
駅
伝
大
会会会会会会会会会会会

２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４２４

元気よくスタート（小学生男子の部）

�
フ
ラ
イ
ン
グ
�
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

悲
願
の
総
合
優
勝

第第第第第第第第第第第　

回回回回回回回回回回
市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民
駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会

回
市
民
駅
伝
大
会

２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４２４

雨の中を力走するランナー

第第第第第第第第第第
１１１１１１１１１１
回回回回回回回回回回
出出出出出出出出出出
水水水水水水水水水水
地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区

第
１
回
出
水
地
区

市市市市市市市市市市
町町町町町町町町町町
対対対対対対対対対対
抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗

市
町
対
抗
駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
競競競競競競競競競競
走走走走走走走走走走
大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会

駅
伝
競
走
大
会

Title:08-09(子豚/駅伝)  
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（単位：千円）

補正の主なもの補正後の
予算総額補正額会　計　名

拠出金の確定見込みによる
調整など７，２１８，７５１３１，６９５国民健康保険特別会計

（事業勘定）
利用者の増減による事業費
の調整など３，９０５，２６９２０介護保険特別会計

給与費の確定見込みによる
調整など１，７７４，７７４１，８３４下水道特別会計

排水管布設工事など２５１，２３９１８７農業集落排水特別会計
災害復旧工事１，５７６，３７３１３，０００水道事業会計
人事異動による給与費調整６，９０８，７２３５，３１５病院事業会計

県支出金
　　　　５億２，１６４万９千円
現年発生農業用施設災害復旧費補助金  
　　　  ………………１億９，３１２万円　　
有機性資源飼料化事業費補助金
　　　  ………………１億　９２５万円　　
その他  ………………２億１，９２７万９千円

国庫支出金
　　　　５億１，４０２万４千円
現年発生河川補助災害復旧費負担金
　　　  ………………４億１，８３４万３千円
現年発生道路補助災害復旧費負担金
　　　  ……………………９，２５４万９千円
その他  ………………………３１３万２千円

市　　債
　　　　４億８，２２０万円
現年発生災害復旧債  ……４億３，２００万円
その他  ………………………５，０２０万円

財産収入
　　　　　　４，２５７万５千円
市有地売払収入  …………３，７０３万２千円
その他  ………………………５５４万３千円

そ の 他
　　　　　　４，１７１万円
地方交付税、交通安全対策特別交付金、
分担金及び負担金、寄附金、諸収入

災害復旧費
　　　１３億３，３６３万１千円
公共土木施設災害復旧費
　　　  ………………７億６，６０３万円　　
農林水産施設災害復旧費
　　　  ………………５億７，５４６万６千円
その他公用公共用施設災害復旧費
　　　  ……………………４４０万円　　
その他  ………………△１，２２６万５千円

農林水産業費
　　　　１億６，２９２万９千円
有機性資源飼料化事業費
　　　  …………………１億　９２５万円
県営中山間地域総合整備事業負担金
　　　  …………………３，００７万５千円
中山間地域等直接支払事業費
　　　  …………………２，９１７万９千円
その他  …………………△５５７万５千円

民 生 費
　　　　　６，５５５万１千円
地域介護・福祉空間整備等交付金事業費
　　　  …………………１，５００万円　　
知的障害者施設訓練等支援事業費
　　　  ……………………９２６万２千円
その他  …………………４，１２８万９千円

土 木 費
　　　　　６，１６６万３千円
県単急傾斜地崩壊対策事業費
　　　  …………………４，２００万円　　
その他  …………………１，９６６万３千円

そ の 他
　　　　△２，１６１万６千円
議会費、総務費、衛生費、労働費、
商工費、消防費、教育費、諸支出金

◆
原
案
ど
お
り
可
決
等
さ
れ
た

事
項

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
薦
の

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
▼

出
水
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
▼

出
水
市
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校

歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務

災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
▼
車

両
事
故
の
損
害
賠
償
に
関
す
る
和

解
及
び
そ
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

▼
出
水
市
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
▼
出
水
市
福
祉
作

業
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
▼
市
道
の
路
線
の

認
定
及
び
廃
止
に
つ
い
て
▼
鹿
児

島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
設
立
に
つ
い
て
▼
平
成　

年
度

１８

出
水
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）▼
平
成　

年
１８

度
出
水
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）▼
平
成　

年
度

１８

出
水
市
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）▼
平
成　

年
度
出
水

１８

市
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）▼
平
成　

年
度
出

１８

水
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）▼
平
成　

年
度
出
水
市

１８

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）▼
鹿
児
島
県
市
町
村
自
治
会

館
管
理
組
合
の
解
散
に
つ
い
て
▼

鹿
児
島
県
市
町
村
自
治
会
館
管
理

組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に

つ
い
て
▼
鹿
児
島
県
市
町
村
消
防

補
償
等
組
合
の
解
散
に
つ
い
て
▼

鹿
児
島
県
市
町
村
消
防
補
償
等
組

合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ

い
て
▼
鹿
児
島
県
市
町
村
非
常
勤

職
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
の
解

散
に
つ
い
て
▼
鹿
児
島
県
市
町
村

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
組

合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ

い
て
▼
鹿
児
島
県
市
町
村
議
会
議

員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
の
解
散

に
つ
い
て
▼
鹿
児
島
県
市
町
村
議

会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
の

解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

▼
鹿
児
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
へ
の
加
入
に
つ
い
て

◆
修
正
可
決

▼
平
成　

年
度
出
水
市
一
般
会
計

１８

補
正
予
算（
第
４
号
）

◆
否
決

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

な
お
、
特
別
会
計
と
企
業
会
計

の
補
正
予
算
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入歳　　入
補正の内訳

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出歳　　出
補正の内訳

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計ととととととととととととととととととととと企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計ののののののののののののののののののののの補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算特別会計と企業会計の補正予算

一般会計に１６億２１５万８千円が追加され、　　　
　予算総額は２５４億３，２４８万２千円となりました

　１１月２８日から１２月２２日まで開かれた
出水市議会第３回定例会で、平成１８年
度出水市一般会計補正予算などの議案
が審議され、次のとおりとなりました。
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おお らら せせ知知

税務証明書を申請される方へ
　１月から、本人または本人と同一世帯以外の方が、税務課での各種証明を申請する際には、本人の委任状が
必要になります。
　委任状等の様式は、本庁・各支所の税務課に備えてあります。
　
問い合わせ先
　出水税務署個人課税部門（��０９０２）
　本庁税務課課税係（��４０３１：直通）
　高尾野支所税務課課税係（��５４０６：直通）、野田支所税務課税務係（��４８１２：直通）
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Title:12-13(ポスター)  
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Title:12-13(ポスター)  
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おお らら せせ知知

★★★★★★「出水市ふるさと育成塾」青少年健全育成講演会★★★★★★

　荒廃の波の中にあった京都市立伏見工
業高校ラグビー部を監督就任わずか６年
で高校日本一に導き、あの感動のドラマ
「スクール★ウォーズ」のモデルになり、
ＮＨＫ「プロジェクトＸ」でも紹介された
“泣き虫先生”こと山口良治先生をお招
きして、「出水市ふるさと育成塾」青少年
健全育成講演会を開催します。
　「信は力なり～熱き感動を求めて～」と題して講演していただきま
すが、先生の豊富な経験と熱き思いは、子どもたちに「熱い感動と生
きる勇気」を与え、大人には「大人が今、子どもたちに何をすべきか」、
「わたしたち大人がこれからを担う子どもたちにどのように接してい
けば良いのか」について真剣に考えさせてくれるはずです。
　ぜひともこの機会にお越しください。

日　時　２月６日（火）
　　　　午後６時開演（午後５時開場）
会　場　市文化会館
入場料　無料ですが入場整理券が必要です。
　　　　※入場整理券は、本庁市民相談室、高尾野支所市民生活課、野田支所市民福祉課の
　　　　　それぞれの窓口にあります。
問い合わせ先　本庁企画調整課企画調整係（��４０３３：直通）

山口　良治（やまぐち　よしはる）氏の経歴

◆教え子に元日本代表監督の平尾誠二氏、元
日本代表の大八木淳史氏らがいる。

◆現在は、京都市立伏見工業高校ラグビー部
総監督、京都市スポーツ政策顧問、京都ア
クアリーナ館長、浜松大学教授・ラグビー部
特別顧問

◆著書は、「信は力なり」、「熱き思いが壁を破
る－スクール・ウォーズ流涙の教育論－」な
ど多数

福井県生まれ。
高校時代にラグビーを始め、日本体育大学に
編入学、卒業。

１９４３年
（昭和１８年）

初の日本代表入りを果たす。
数々の国際試合に出場し、名フランカー、名
キッカーとして活躍（日本代表１３回）。

１９６７年
（昭和４２年）

現役引退。
京都市立伏見工業高校に赴任。
校内暴力の嵐が吹き荒れていた学校の改革に
挑む。翌１９７５年にラグビー部監督に就任。

１９７４年
（昭和４９年）

高校全国ラグビー大会において、全国的には
無名だった伏見工業高校を率いて初優勝。
監督就任後わずか６年で日本一になった。以
降１９９３年、２００１年、２００６年の４度優勝。

１９８１年
（昭和５６年）

Title:14*  
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ご存じですか？ マンモグラフィご存じですか？　マンモグラフィ
�

�

�

�

��������������������������������������������

��������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

し
尿
く
み
取
り
料
金
が
、
２
月

１
日
か
ら
次
の
と
お
り
改
定
に
な

り
ま
す
。

※
こ
の
料
金
に
は
、
消
費
税
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
保
健
環
境
課
環
境
保
全
係

　
（
�
�
４
０
４
４：

直
通
）

▽
高
尾
野
支
所
市
民
生
活
課
市
民

生
活
係（
�
�
５
４
１
４：

直
通
）

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

活
係（
�
�
４
８
１
３：

直
通
）

▼
出
水
清
掃
�（
�
�
０
５
８
９
）

▼
�
文
化
清
掃
社（
�
�
０
１
５

５
、
�
０
３
７
２
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
鹿
児
島
県
議

会
議
員
選
挙
が
４
月
に
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

　

金
の
か
か
ら
な
い
き
れ
い
な
選

挙
を
実
現
す
る
た
め
に
、
政
治
に

か
か
わ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

有
権
者
一
人
一
人
の
自
覚
が
大
切

で
す
。

　

寄
付
を「
贈
ら
な
い
・
求
め
な

い
・
受
け
取
ら
な
い
」の
【
三
な

い
運
動
】
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
�
�
４
０
７
５：
直
通
）

 

　

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
や
小
規
模

校
の
よ
さ
を
生
か
し
た
教
育
を
受

け
た
い
と
希
望
す
る
児
童
と
そ
の

保
護
者
に
、
特
別
に
通
学
区
域
の

指
定
を
変
更
し
て
特
認
校（
蕨
島

小
学
校
）に
通
学
で
き
る「
小
規
模

校
入
学
特
別
認
可
制
度（
特
認
校

制
度
）」を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
同
制
度
に
よ

１９

り
住
所
は
そ
の
ま
ま
で
特
認
校
の

蕨
島
小
学
校
に
通
い
た
い
と
希
望

す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　

特
認
校
へ
転
入
学
で
き
る
児
童

は
、
出
水
小
学
校
、
西
出
水
小
学

校
、
東
出
水
小
学
校
、
米
ノ
津
小

学
校
、
米
ノ
津
東
小
学
校
、
高
尾

野
小
学
校
、
下
水
流
小
学
校
、
野

田
小
学
校
に
通
う
児
童
と
そ
の
新

１
年
生
で
す
。

実
施
開
始
日　

４
月
１
日

募
集
期
間　

１
月　

日（
水
）か

１０

ら
２
月
９
日（
金
）ま
で

問
い
合
わ
せ
先　

各
小
学
校
ま
た

は
本
庁
学
校
教
育
課（
�
�
４

０
７
９：

直
通
）

し
尿
収
集
料
金
を
改
定

特
認
校
制
度
に
よ
る

転
入
学
希
望
の
児
童
を
募
集

鹿
児
島
県
議
会
議
員
選
挙
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す

税務課からのお知らせ
　固定資産税の納税義務者は、基本的に毎年１月１日現
在の登記簿上の所有者となっています。年度の途中で売
買、相続、交換等で登記されても固定資産税の納税義務者
は変更されませんのでご注意ください。
　また、住宅を新築された方は、住宅特例という土地に
対する固定資産税の軽減制度があります。
　１月１日までに住宅や倉庫等の家屋を新築・増築また
は解体された方で、届け出や家屋調査がお済みでない方
は、本庁税務課固定資産税係（��４０３２：直通）までお知ら
せください。

　日本では、１年間におよそ３５，０００人の女性が乳
がんと診断されています。これは、胃がん、大腸

がんと並んで、女性
に最も多いがんの１
つです。乳がんの特
徴は、４０～５０歳代の
女性に特に多くみら
れることです。４０～
５０歳の乳がん発生率
は、この２０年間で約
２倍に増加し、この
年代の女性にとって
乳がんは最も多いが
ん死亡原因となって
います。そのため、
早期発見と早期治療
が大切です。

　マンモグラフィとは、乳房専用のＸ線撮影のこ
とです。乳がん検診のガイドラインでは、マンモ
グラフィと視触診を併用するように勧めています。
特に、マンモグラフィは、しこりとして触れるこ
とができない早期乳がんのサインである石灰化を
鮮明に写し出せるのが大きな特徴です。
　当センターでは、マンモグラフィ検診精度管理
中央委員会が推奨する専用撮影装置を備えていま
す。マンモグラフィの撮影は同委員会による講習
会を修了した認定技師が行い、撮影したフィルム
の読影も認定医師や熟練した医師が行いますので、
安心して検査を受けていただくことができます。
　乳がん健診を受けてみたい、あるいは乳腺の異
常に気付かれた方、検診で要精査の方は、月曜・
水曜日の当センター外科乳腺外来までご相談くだ
さい。

出水総合医療センター（��１６１１）

ご存じですか？ マンモグラフィご存じですか？　マンモグラフィ

し 尿 収 集 料 金 表

　１８０�を超える
　場合の加算額

１８０�まで区　分

１８�当たり１２４円１，２４０円改定前

１８�当たり１５０円１，５００円改定後

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

Title:15-16  



16広報いずみ ２００７（平成１９年）１/１号

おお らら せせ知知
　

平
成　

年
４
月
か
ら
新
た
に
位

１８

置
付
け
ら
れ
た「
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
」に
該
当
す
る「
認
知
症
対
応

型
通
所
介
護
」、「
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
」、「
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
」な
ど
の
事
業
を

実
施
す
る
た
め
に
は
、
市
か
ら
事

業
者
指
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
希
望
す
る

法
人
等
を
対
象
に
、
平
成　

年
度

１９

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

日　

時　

１
月　

日（
水
）午
後
２

２４

時
か
ら
同
３
時　

分
ま
で

３０

場　

所　

市
中
央
公
民
館
学
習
室

対　

象　

本
市
で
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
予
定
の

法
人

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

　
（
�
�
４
０
４
９：

直
通
）

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

職
員
に
よ
る「
法
務
局
サ
ン
デ
ー

相
談
所
」が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

※
相
談
内
容
に
関
す
る
資
料
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

日　

時　

１
月　

日（
日
）

２８

　

午
前　

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

１０

場　

所　

す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ（
薩
摩
川
内
市
西
開
聞
町

６
―　

、
�
０
９
９
６
―
２
２

１０

―
８
８
１
１
）

相
談
の
内
容

登
記

◎
土
地
・
建
物
の
売
買
・
相
続
等
、

土
地
の
境
界
問
題
、
そ
の
他
不

動
産
登
記
関
係
全
般

◎
会
社
・
法
人
の
設
立
、
役
員
変

更
等
の
登
記
関
係
全
般

戸
籍
・
国
籍

◎
出
生
・
婚
姻
・
養
子
縁
組
・
国

籍
等
の
問
題

供
託

◎
土
地
建
物
の
地
代
家
賃
の
弁
済

の
た
め
の
供
託

◎
裁
判
上
の
保
証
供
託
の
よ
う
な

担
保
の
た
め
の
供
託

◎
強
制
執
行
の
た
め
の
供
託

人
権

◎
家
族
間
の
問
題
、
借
金
、
差
別
、

い
じ
め
な
ど
の
問
題

問
い
合
わ
せ
先

▽
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

（
�
０
９
９
６
―
２
２
―
２
３

０
０
）

▽
本
庁
市
民
課
市
民
生
活
係

　
（
�
�
４
０
４
２

：直
通
）

平
成　

年
度
介
護
保
険

19

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

整
備
説
明
会
を
開
催

「
法
務
局
サ
ン
デ
ー
相
談
所
」を

開
設

オペラ歌手・津軽三味線のトップアーティストによる
日本の叙情・心の歌と演奏をご堪能ください

日　時　１月２６日（金）
　　　　午後７時開演（午後６時３０分開場）
場　所　市高尾野農村環境改善センター
入場料　全席指定　一　般　　　３，０００円（税込み）
　　　　　　　　　高校生以下　２，０００円（税込み）
　　　　　　　　　（当日券は各５００円増し）
●就学前のお子さんの入場・同伴はお断りします。託児
サービスをご利用ください。【要予約　１月１９日（金）まで】
前売券販売所　市中央公民館、市高尾野公民館、市高
尾野温泉センターもみじ、市野田農村環境改善セン
ター、諏訪書店、エンゼル、亜土利絵、金海堂出水店
問い合わせ先　
　市高尾野公民館内高尾野教育支所社会教育課（��５４５１）

出水市自主文化事業
新「出水市」発足記念事業
中島啓江　＆　��裕士

「日本の心の歌と津軽三味線」公演「日本の心の歌と津軽三味線」公演

歴史民俗資料館歴史講座

「「「「「「「「「「「「「「砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂原原原原原原原原原原原原原原洞洞洞洞洞洞洞洞洞洞洞洞洞洞亀亀亀亀亀亀亀亀亀亀亀亀亀亀寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺」」」」」」」」」」」」」」「 砂  原  洞  亀  寺 」
すな はら とお き じ

　文明１１年（１４７９年）に薩州島津家第３代島津成久公が
高尾野町柴引に建立したといわれる「砂原洞亀寺」にま
つわるお話です。
　地域に伝わる昔話を、小学生でも理解できるように、
やさしく、おもしろく解説します。
　奮ってご参加ください。

日　時　１月２１日（日）　午後２時から
　　　　※１時間３０分程度
場　所　市立中央図書館　研修室
講　師　高尾野郷土研究会会長　鳥羽瀬豊志氏
対　象　小学５年生以上の方
定　員　５０人（電話等で申し込んでください。）
受講料　無料
問い合わせ先
　市立中央図書館（��２１０５）
　市出水歴史民俗資料館（��０２５６）

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩薩シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククククククククククククククバババババババババババババババババババババババババババババババババンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド北薩シンフォニックバンド
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第2222222222222222222222222222233333333333333333333333333333回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会第23回定期演奏会

日　時　１月28日（日）
　　　　午後２時開演（午後１時３０分開場）
場　所　市文化会館
入場料　３００円
演奏曲　●組曲「ガイーヌ」（ハチャトゥリアン）
　　　　●ヘンリー・マンシーニ・メドレー
　　　　●組曲「宇宙戦艦ヤマト」より　ほか
後　援　出水市教育委員会、阿久根市教育委員会、水俣

市教育委員会、九州吹奏楽連盟
問い合わせ先
　北薩シンフォニックバンド事務局
　　田畑利幸（��４１１８）
　　ホームページ
　　　http://www.geocities.jp/hokusatsu_sb/
　　　　（パソコン用）
　　　http://k.excite.co.jp/hp/u/hsb9
　　　　（携帯電話用）
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歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の

２０
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
年
金
な
ん
て
ま
だ
先
の
こ
と
」

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

国
民
年
金
は
老
後
の
生
活
保
障
だ

け
で
な
く
、
万
が
一
、
ス
ポ
ー
ツ

や
レ
ジ
ャ
ー
等
で
け
が
を
し
、
障

害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
皆
さ

ん
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。
活
動
的

な
皆
さ
ん
に
こ
そ
、
も
し
も
の
場

合
に
備
え
る
国
民
年
金
が
重
要
だ

と
い
え
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
と
き
は
、
学
生
に
は
保
険
料
を

後
払
い
で
き
る「
学
生
納
付
特
例

制
度
」が
、
学
生
で
な
い
方
に
は

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
本
庁
・
各
支
所
の

年
金
担
当
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

老
齢
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、
毎
年
１
月
中
に
社
会
保
険

業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
源
泉
徴
収
票

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
税
金
の

確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
は
、
こ

の
源
泉
徴
収
票
を
税
務
署
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

源
泉
徴
収
票
は
、
老
齢
の
年
金

を
受
け
て
い
る
方
に
、
昨
年
中
に

支
払
っ
た
年
金
総
額
や
、
年
金
か

ら
差
し
引
い
た
所
得
税
額
な
ど
を

お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す（
障
害

年
金
、
遺
族
年
金
に
つ
い
て
は
、

課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た

め
源
泉
徴
収
票
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

源
泉
徴
収
票
が
２
月
に
な
っ
て

も
届
か
な
い
と
き
や
、
紛
失
し
た

と
き
は
、
川
内
社
会
保
険
事
務
所

（
�
０
９
９
６
―
２
２
―
５
２
７

６
）ま
た
は
本
庁
・
各
支
所
の
年

金
担
当
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

　
　

歳
に
到
達
し
た
方
に
は
、　

５８

５８

歳
到
達
月
の
翌
々
月
に
、
加
入
し

て
い
る
年
金
制
度
や
そ
の
期
間
な

ど
を
記
載
し
た「
年
金
加
入
記
録

の
お
知
ら
せ
」を
送
付
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
年
金
支
給
開
始
年
齢

（　

歳
ま
た
は　

歳
）到
達
を
も
っ

６０

６５

て
受
給
権
が
発
生
す
る
方
に
は
、

　

歳
ま
た
は　

歳
に
到
達
す
る
３

６０

６５

か
月
前
に
、
氏
名
、
生
年
月
日
お

よ
び
加
入
記
録
等
を
あ
ら
か
じ
め

記
載
し
た「
裁
定
請
求
書
」を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
年
金
記
録
に
少
し
で
も

不
安
や
疑
問
の
あ
る
方
は
、
川
内

社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
本
庁
・

各
支
所
の
年
金
担
当
窓
口
で
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
は
、
年

金
手
帳
と
年
金
加
入
記
録
を
控
え

た
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

１
月　

日（
水
）

１７

時　

間　

▼
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

０
時　

分
ま
で　

▼
午
後
１
時

１５

か
ら
同
３
時
ま
で

場　

所　

本
庁
大
会
議
室

内　

容　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
き
等

相
談
員　

川
内
社
会
保
険
事
務
所

職
員

問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
市
民
課
国
民
年
金
係

　
（
�
�
４
０
３
９：
直
通
）

▽
高
尾
野
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係

　
（
�
�
５
４
１
６：

直
通
）

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　

保
険
年
金
係

　
（
�
�
４
８
１
４：

直
通
）

　

家
に
い
な
が
ら
手
軽
に
買
い
物

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
最
近
は
通

信
販
売
を
利
用
す
る
人
が
増
え
て

い
る
よ
う
で
す
。
通
信
販
売
は
、

新
聞
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
広
告
を
見
て
、

消
費
者
が
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
、

手
紙
な
ど
の
通
信
手
段
を
使
い
商

品
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。
手
軽

な
反
面
、
商
品
の
現
物
を
確
認
す

る
こ
と
な
く
広
告
に
表
示
さ
れ
て

い
る
情
報
だ
け
で
注
文
す
る
こ
と

に
な
る
た
め
、「
不
良
品
だ
っ
た
」

「
返
品
を
し
よ
う
と
し
た
ら
断
ら

れ
た
」「
代
金
を
支
払
っ
た
の
に
商

品
が
届
か
な
い
」な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

広
告
の
表
示
が
不
十
分
で
あ
っ

た
り
、
不
明
確
だ
と
消
費
者
は
適

正
な
判
断
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
特
定
商
取
引
法
で
は
広
告
に

関
す
る
規
制
を
設
け
て
お
り
、
事

業
者
名
・
住
所
・
電
話
番
号
な
ど

を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
引

き
渡
し
後
の
商
品
の
返
品
に
つ
い

て
も
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

※
通
信
販
売
は
、
購
入
に
際
し
て

考
え
る
時
間
が
十
分
に
あ
る
こ

と
か
ら
法
律
上
の
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
制
度
の
適
用
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
の

通
信
販
売
の
利
用
ポ
イ
ン
ト
を
紹

介
し
ま
す
。

●
信
頼
で
き
る
会
社
を
選
ぶ
。
社

団
法
人
日
本
通
信

販
売
協
会
会
員
が

広
告
の
時
に
表
示

す
る
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ａ

（
ジ
ャ
ド
マ
）マ
ー

ク
を
目
安
に
す
る
。

●
販
売
会
社
名
・
連
絡
先
・
広
告

内
容
等
の
大
切
な
条
件
は
記
録

す
る
。

●
返
品
制
度
の
有
無
を
確
認
し
、

返
品
で
き
る
場
合
は
、
そ
の
期

間
や
条
件
を
確
認
す
る
。

●
商
品
が
届
い
た
ら
、
商
品
に
間

違
い
は
な
い
か
、
傷
や
汚
れ
は

な
い
か
を
す
ぐ
に
確
認
す
る
。

●
不
明
な
点
が
あ
っ
た
ら
購
入
す

る
前
に
確
認
す
る
。

※
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
、
本
庁
市
民
課
市
民
生
活
係

（
�
�
４
０
４
２：

直
通
）に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

�

�

�

�

�����������

�����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

通
信
販
売
の
利
用
ポ
イ
ン
ト

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情

報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

国
民
年
金
情
報

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

知知知知知知知知知知っっっっっっっっっってててててててててててててててててててて知ってて
よよよよよよよよよよかかかかかかかかかかっっっっっっっっっったたたたたたたたたた！！！！！！！！！！よかった！　
消費生活情報

出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
開
設

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

　

歳
は
、
国
民
年
金
加
入
の

20ス
タ
ー
ト
年
齢
で
す

年
金
記
録
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
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�

�

�

�
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�����������������
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�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
と
は
、

１
日
に「
何
を
」「
ど
れ
だ
け
」食
べ

た
ら
よ
い
か
が
わ
か
る
食
事
の
目

安
で
す
。「
主
食
」「
副
菜
」「
主
菜
」

「
牛
乳
・
乳
製
品
」「
果
物
」の
５
つ

の
料
理
区
分
で
バ
ラ
ン
ス
を
み
て

い
き
ま
す
。
菓
子
や
嗜
好
飲
料

（
ジ
ュ
ー
ス
や
ア
ル
コ
ー
ル
）は
こ

れ
に
は
含
ま
ず
、
楽
し
み
と
し
て

適
量
を
、
と
い
う
考
え
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

１
日
に
食
べ
た
皿
の
数
だ
け
升

目
を
塗
り
つ
ぶ
す
こ
と
で
、
５
つ

の
グ
ル
ー
プ
で
、
食
べ
過
ぎ
、
ま

た
は
、
と
れ
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
栄
養
素
ご

と
の
計
算
は
面
倒
と
い
う
人
も
、

皿
の
数
を
数
え
る
こ
と
で
食
事
の

バ
ラ
ン
ス
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
も
一
度
試
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

※
麺
類
は
１
人
前
で
２
つ
、「
副

菜
」「
主
菜
」は
小
鉢
１
皿
を
１

つ
、
大
皿
盛
り
は
２
つ
に
数
え

ま
す
。

　

な
お
、
６
歳
か
ら
９
歳
の
小
児
、

　

歳
以
上
の
高
齢
者
、
ま
た
は
女

７０性
で
普
段
の
生
活
で
座
っ
て
い
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、「
主

食
」は
４
か
ら
５
つ
、「
副
菜
」は

５
か
ら
６
つ
、「
主
菜
」は
３
か
ら

４
つ
と
し
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
の
目

安
を
１
千　

か
ら
１
千　

キ
ロ
カ

６００

８００

ロ
リ
ー
と
し
ま
す
。

新
し
い
本
の
紹
介
（
予
定
）

《
幼
児
・
小
学
生
》

▼
ベ
ン
ジ
ー
の
い
ぬ
ご
や（
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
・
ブ
ロ
イ
・
グ
レ
ア

ム
）▼
は
じ
め
て
の
ゆ
き
の
ひ

（
バ
ー
ネ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ド
）▼

び
っ
く
り
た
ま
ご（
エ
リ
ッ
ク
・

バ
テ
ュ
）▼
と
ら
と
ほ
し
が
き（
パ

ク
・
ジ
ェ
ヒ
ョ
ン
）▼
３
６
５
ま

い
に
ち
ペ
ン
ギ
ン（
ジ
ャ
ン
・

リ
ュ
ッ
ク
・
フ
ロ
マ
ン
タ
ル
）▼

ポ
ポ
お
ば
さ
ん
と
こ
と
り
た
ち

（
お
お
し
ま
り
え
）▼
子
リ
ス
の

ア
ー
ル（
ド
ン
・
フ
リ
ー
マ
ン
）▼

て
ん
ぷ
ら
ば
あ
ち
ゃ
ん（
山
口
節

子
）▼
バ
イ
バ
イ
お
や
ゆ
び
ゆ
き

だ
る
ま（
か
さ
い
ま
り
）…
等

《
小
学
生
・
中
学
生
》

▼
お
手
紙
レ
ッ
ス
ン（
サ
リ
ー
・

グ
リ
ン
ド
リ
ー
）▼
天
と
地
の
守

り
人（
上
橋
菜
穂
子
）▼
ラ
ン
プ
の

精　

カ
ト
マ
ン
ズ
の
コ
ブ
ラ
キ
ン

グ（
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
Ｂ
・
カ
ー
）▼

魔
法
犬
花
丸
の
ひ
み
つ（
那
須
正

幹
）▼
ダ
ヤ
ン
と
王
の
塔（
池
田
あ

き
こ
）…
等

《
高
校
生
・
一
般
》

▼
薄
闇
シ
ル
エ
ッ
ト（
角
田
光
代
）

▼
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ（
中
山
咲
）▼
や

ど
か
り
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル（
池
上

永
一
）▼
北
前
船
の
事
件（
平
岩
弓

枝
）▼
馬
琴
の
嫁（
群
よ
う
こ
）▼

雷
神
の
筒（
山
本
兼
一
）▼
風
は
山

河
よ
り（
宮
城
谷
昌
光
）▼
中
庭
の

出
来
事（
恩
田
陸
）▼
腐
蝕
生
保　

（
高
杉
良
）▼
剣
客
春
秋　

里
美
の

涙（
鳥
羽
亮
）▼
恋
は
、あ
な
た
の

す
べ
て
じ
ゃ
な
い（
石
田
衣
良
）▼

最
後
の
一
球（
島
田
荘
司
）▼
魔
性

（
渡
辺
容
子
）▼
揚
羽
蝶（
泡
坂
妻

夫
）▼
月
光（
誉
田
哲
也
）▼
恋
愛

不
全
時
代
の
処
方
箋（
藤
田
宜
永
）

▼
通
天
閣（
西
加
奈
子
）▼
そ
の
ま

ま
の
光（
関
口
尚
）▼
雨
を
見
た
か

　

髪
結
い
伊
三
次
捕
物
余
話（
宇

江
佐
真
理
）▼
神
の
領
域（
堂
場
瞬

一
）▼
逢
わ
ば
や
見
ば
や　

完
結

編（
出
久
根
達
郎
）▼
僕
た
ち
は
歩

か
な
い（
古
川
日
出
男
）▼
公
園

（
荻
世
い
を
ら
）…
等

【
読
み
聞
か
せ
】

　

中
央
図
書
館

　
　

毎
週
水
曜
日
午
後
４
時

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

毎
週
月
曜
日
午
後
４
時

　

野
田
図
書
館

　
　

毎
週
木
曜
日
午
後
４
時

【
親
子
読
書
教
室
・
す
く
す
く
】　

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
２
・
第
４
火
曜
日

　
　

午
前　

時　

分

１０

３０

【
成
人
読
書
会
・
い
も
つ
る
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
４
月
曜
日
午
前　

時
１０

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
で

食
生
活
を
チ
ェ
ッ
ク

１月の休館日開 館 時 間

１日～４日、
８日、１５日、
２２日～２６日

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜日
　午前９時～午後６時

中 央 図 書 館
（��２１０５）

１日～４日、
１１日、１８日、２５日午前９時～午後６時高 尾 野 図 書 館

（��５４５２）

１日～５日、
１２日、１９日、２６日午前９時～午後６時野 田 図 書 館

（��３１００）

図
書
館
だ
よ
り

◆中古雑誌をお譲りします◆
　野田図書館では、１月２７日（土）に保存期間が
経過した雑誌を希望者に無料でお譲りします。
ぜひお越しください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

◆ 臨 時 休 館 の お 知 ら せ ◆
　中央図書館は、１月２２日（月）から同２９日（月）
までの間、蔵書整理・点検のため休館します。
高尾野図書館・野田図書館をご利用ください。
　歴史民俗資料館は、１月２３日（火）から同２８日
（日）までの蔵書整理期間中も通常どおり開館し
ます。
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「
ツ
ル
の
ね
ぐ
ら
を
見
よ
う
！
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
」が　

月　

日
、
市
内
外
か
ら
約

１１

１２

　

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

２００
　

こ
の
大
会
は
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
利

用
促
進
と
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
。
参
加
者
は
、

同
鉄
道
の
出
水
駅
前
を
出
発
し
、
不
知
火
海

（
八
代
海
）沿
い
の
松
の
並
木
や
ツ
ル
の
休
遊

地
、
感
応
寺
な
ど
を
巡
る
約　

�
の
コ
ー
ス

１８

を
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
か
ら
仲
間
５
人
で
参
加
し
た
今
原

一
夫
さ
ん
は
、「
ツ
ル
を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
潮
風
も
心
地
よ
く
楽
し
く

歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
「
第
１
回
出
水
市
小
・
中
・
高
等
学
校
合

同
音
楽
発
表
会
」が　

月
７
日
と
８
日
に
市

１１

文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
日
ご
ろ
の
音
楽
活
動
の

成
果
を
発
表
し
合
い
、
音
楽
の
美
し
さ
や
楽

し
さ
を
味
わ
い
、
音
楽
教
育
の
充
実
を
図
ろ

う
と
開
催
。
市
立
小
学
校　

校
、
中
学
校
７

１５

校
、
商
業
高
校
の
計　

校
と
１
グ
ル
ー
プ
の

２３

児
童
・
生
徒
ら
約
１
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
校
は
代
表
学
年
や
ク
ラ
ブ
単
位
、

小
規
模
校
は
全
校
児
童
・
生
徒
で
、
そ
れ
ぞ

れ
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
合
唱
や
合
奏
を
披
露
。

満
員
の
会
場
は
素
晴
ら
し
い
音
楽
の
響
き
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

第　

回
鹿
児
島
県
中
学
校
女
子
駅
伝
競
走

１９

大
会
で
優
勝
し
た
出
水
中
学
校
女
子
陸
上
部

が
、
県
の
代
表
と
し
て
全
国
大
会
へ
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
、　

月　

日
、
市
長
に
県
大

１１

１６

会
の
優
勝
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
部
の
宮
地
柚
佳
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、「
み

ん
な
の
力
で
県
大
会
で
初
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
全
国

大
会
で
も
、
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
す
」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
国
中
学
校
駅
伝
大
会
は
、　

月
１２

　

日
、
山
口
市
で
行
わ
れ
、
同
部
は
、
各
選

１６手
が
力
走
し
、　

位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

２１

　
「
税
を
考
え
る
週
間（　

月　

日
か
ら
同　

１１

１１

１７

日
）」の　

月　

日
、
出
水
中
学
校
で「
タ
ッ

１１

１７

ク
ス
ク
イ
ズ
大
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

�
北
薩
法
人
会
青
年
部
会（
伊
藤
浩
樹
部

会
長
）が
、
税
の
基
礎
的
な
知
識
を
ゲ
ー
ム

を
通
し
て
楽
し
く
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と

出
水
税
務
署
管
内
の
中
学
・
高
校
で
毎
年
開

催
。
今
年
は
同
中
学
校
の
２
年
生
約　

人
を

２５０

対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
同
税
務
署
が
作
成
し
た
○
×
問

題
や
三
者
択
一
問
題
に
一
喜
一
憂
し
、
税
へ

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

岩
井
陵
太
君
は
、「
問
題
は
難
し
か
っ
た

け
ど
、
楽
し
く
税
金
の
勉
強
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ク
イ
ズ
で
税
を
考
え
る

出
水
中
陸
上
部（
女
子
駅
伝
）

全
国
大
会
へ

ツ
ル
を
見
な
が
ら
楽
し
く
ウ
ォ
ー
ク

音
楽
っ
て
素
晴
ら
し
い
！

Title:19-20フォト１  
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月
５
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た「
第

１１

　

回
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
」

１２の
高
等
学
校
の
部
Ａ
部
門
で
、
出
水
中
央
高

校
吹
奏
楽
部
が
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
全
国
か
ら
一
次

審
査
を
通
過
し
た　

校
が
出
場
。
同
部
は
演

１８

奏
曲「
第
六
の
幸
福
を
も
た
ら
す
宿
」で
昨
年

の
優
秀
賞
に
続
き
２
年
連
続
で
入
賞
を
手
に

し
ま
し
た
。

　

同　

日
、
受
賞
の
報
告
に
市
長
室
を
訪
れ

２４

た
川
口
莉
那
部
長（
２
年
）は
、「
今
回
の
受

賞
は
顧
問
の
福
島
玲
士
先
生
と
部
員
み
ん
な

で
努
力
し
て
き
た
成
果
で
す
」と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

本
市
の
特
産
品
を
詰
め
合
わ
せ
た「
ツ
ル

の
恩
返
し
便
」の
出
発
式
が　

月　

日
、
市

１１

２４

役
所
本
庁
舎
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ツ
ル
の
恩
返
し
便
は
、
全
国
か
ら
ツ
ル
の

里
会
員
を
一
口
３
千
円
の
会
費
で
募
集
し
、

会
費
の
一
部
を
ツ
ル
の
保
護
費
等
に
寄
付
し

て
も
ら
い
、
そ
の
恩
返
し
と
し
て
本
市
の
特

産
品（
み
か
ん
や
さ
つ
ま
揚
げ
、
茶
、
水
産

加
工
品
な
ど
）を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

式
で
は
、
市
や
市
特
産
品
協
会
な
ど
で
つ

く
る
同
便
交
流
事
業
実
行
委
員
会
の
会
員
ら

が
、
第
１
便
の　

セ
ッ
ト
を
郵
便
局
の
ト

１６０

ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
っ
た
後
、
北
海
道
や
関
東
、
関
西
な
ど
全

国
へ
発
送
し
ま
し
た
。

　

米
ノ
津
東
小
学
校
が　

月　

日
に
福
井
県

１１

２１

で
行
わ
れ
た
第　

回
全
国
学
校
給
食
研
究
協

５７

議
大
会
で
、
学
校
給
食
の
実
施
に
関
し
、
優

れ
た
成
果
を
あ
げ
た
学
校
に
贈
ら
れ
る「
平

成　

年
度
学
校
給
食
文
部
科
学
大
臣
賞
」を

１８
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
給
食
に
お
け
る
学
校
独
自
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
設
け
衛
生
管
理
を
徹
底
。
ま
た
、

正
し
い
食
事
の
在
り
方
、
望
ま
し
い
食
習
慣
、

食
事
を
通
し
た
豊
か
な
心
の
育
成
を
目
標
に

食
育
指
導
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

同　

日
、
受
賞
の
報
告
に
市
長
室
を
訪
れ

３０

た
榊
順
子
栄
養
教
諭
は
、「
今
後
は
、
食
育

を
地
域
に
広
げ
て
い
く
た
め
、
家
庭
へ
の
呼

び
掛
け
も
必
要
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
２
回
歳
の
市「
野
田
郷
む
ら
ま
つ
り
」が

　

月
３
日
、
野
田
農
産
加
工
施
設
な
ど
で
開

１２催
さ
れ
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
や
農

産
加
工
品
の
展
示
即
売
等
に
家
族
連
れ
な
ど

約
１
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
人
気
の
手
打
ち
そ
ば
は
、
生
活

研
究
グ
ル
ー
プ
と
Ｊ
Ａ
や
商
工
会
の
女
性
部

が
、
野
田
地
域
で
収
穫
さ
れ
た
そ
ば
を
使
っ

て
２
千　

食
を
準
備
。
食
券
や
生
め
ん
売
り

５００

場
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
豆
の
早
移
し
競
争
、
卵
の
つ
か

み
ど
り
、
米
の
す
く
い
ど
り
、
抽
選
会
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

に
ぎ
わ
っ
た
！

む
ら
ま
つ
り

米
ノ
津
東
小
学
校
に

学
校
給
食
文
部
科
学
大
臣
賞

出
水
中
央
高
校
吹
奏
楽
部
が

全
国
大
会
で
審
査
員
特
別
賞

全
国
に
ツ
ル
の
恩
返
し

最後に行われたもち投げ大会最後に行われたもち投げ大会
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21 広報いずみ ２００７（平成１９年）１/１号

　１１月２５日、高尾野造園協会（岡部一朗会長）がボラ
ンティアで市高尾野支所の前庭に植えてある樹木の
せん定を行いました。同協会は毎年年末にこの奉仕
作業を行っています。会員が高所作業車を使いカイ
ヅカイブキやイヌマキを手際よくせん定すると、前
庭はすっきりときれいになりました。

　１１月２５日、「出水市青少年健全育成大会・子ども
会大会」が市音楽ホールと市屋内ゲートボール場で
開かれました。青少年作文コンクールの表彰や同コ
ンクール最優秀賞の作品発表、優良子ども会の事例
発表などがありました。また、７種類のゲームに挑
戦するチャレンジ・ランキング大会も行われました。

　１２月１日、“創造と連帯の輪を広げて―心豊かな
２１世紀を”をメインテーマに、「第３２回出水市老人
福祉大会」が市文化会館で開かれました。多年にわ
たり出水市老人クラブ連合会の発展に貢献された役
員に感謝状と表彰状が授与されたほか、金婚式を迎
えた３５組の夫婦が表彰されました。

　１０月１８日、農林水産統計調査に永年にわたり協力
された濱田徹さん（浜新田）と特別協力者として�マ
ルイ農協ファーム（勝木亮代表）に農林水産大臣から
感謝状が贈られました。濱田さんは、農業経営統計
調査を１５年、�マルイ農協ファームは、鶏ひなふ化
羽数調査を１８年にわたり協力されました。

植
木
が
さ
っ
ぱ
り

す
が
す
が
し
く
年
越
し

青
少
年
健
全
育
成
の

意
識
を
高
め
よ
う

金
婚
者　

組
を
表
彰

35

農
林
水
産
大
臣
か
ら

感
謝
状

　１１月１７日、「出水防犯パトロール隊１９６７」（桑木喜
康隊長）の出発式が出水警察署で行われました。
　同隊は、昭和４２年生まれの人たちが中心となり、
市内の企業や自営業者らで結成されたもので、青パ
ト２台と隊員の車を使い、子どもたちの下校時間を
中心に、市内全域のパトロールを行います。

　文化会館自主文化事業のぬいぐるみ人形ミュージ
カル「アラジンと魔法のランプ」が１１月２１日、市文化
会館で上演され、約１，０００人が訪れました。
　市内外の保育園や幼稚園など２３の団体が遠足など
を兼ねて鑑賞。園児らは、舞台で繰り広げられる物
語に目を輝かせながら見入っていました。

�
み
ん
な
の
願
い
を

　

か
な
え
て
や
ろ
う
�

市
内
全
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル

勝木亮代表 濱田徹さん

青少年作文コンクールの表彰青少年作文コンクールの表彰
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８１

上　

野　

マ
ツ
エ　
　
　
　

原

８７

市　

野　

ミ　

サ　
　
　

向　
　

江

９１

井　

原　

ハ
ツ
子　
　
　

政　
　

所

８４

上　

畠　

一　

信　
　
　

米
ノ
津
中

８１

外　

園　

ツ
ギ
ヱ　
　
　

朝　
　

熊

８４

山　

田　

サ　

ツ　
　
　

八
幡（
野
田
）

９３

湯　

田　

優　

子　
　
　

上
水
流

５２

（　

月
７
日
〜　

月
４
日
届
け
出
分
）

１１

１２

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
あああああああああああああああああああああああああああああああああ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ががががががががががががががががががががががががががががががががが
ととととととととととととととととととととととととととととととととと
ううううううううううううううううううううううううううううううううう

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

井
上
和
人（
早
馬
）

増
田
博
康（
今
釜
中
）

家
村
健
四
郎（
東
水
流
）

�
�
秀
一（
沖
田
）

坂
上
孝
義（
野
添
・
出
水
）

笠
原
啓
稔（
栄
町
）

赤
星
清
視（
西
福
ノ
江
）

児
玉
美
佐
枝（
上
山
崎
）

柏
木
隆（
野
添
下
・
高
尾
野
）

小
島
美
代
子（
東
水
流
）

吉
田
典
子（
上
山
崎
）

�
親
志（
切
通
）

外
園
み
ど
り（
朝
熊
）

土
橋
育
郎（
上
山
崎
）

坂
下
一
海（
原
）

井
原
昭
良（
政
所
）

前
田
祐
子（
向
江
）

上
畠
サ
チ
子（
米
ノ
津
中
）

蒲
原
順
子（
野
平
）

一
般
寄
付

出
水
市
父
子
福
祉
会

高
尾
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄

へ
の
掲
載
に
不
都
合
の
あ
る
方
は

届
け
出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ

く
か
、
本
庁
企
画
調
整
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららししししししししししののののののののののらしの情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報情報

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
�変更になることがあります。出水消防署
　（��０１１９）にお問い合わせください。

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（��０１１９）にお問い合わせください。

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医休日当番医

１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事月の主な行事
１日（月）�市ツル観察センター早朝開館（午前７時・市

ツル観察センター）
５日（金）�成人式（午前１０時・市文化会館）
７日（日）�消防出初め式（午前８時３０分・市多目的広場

～広瀬河原）
�アマチュア・ミュージック・フェスティバル
（正午・市音楽ホール）

１４日（日）�サンデーサイエンス（午後２時・クレインパー
クいずみ）２１日、２８（同）

２１日（日）�歴史民俗資料館歴史講座（午後２時・市立中
央図書館）

２６日（金）�「日本の心の歌と津軽三味線」公演（午後７
時・市高尾野農村環境改善センター）

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数とととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口世帯数と人口
（１２月１日現在：住民基本台帳）

２万４，１０８（－　１２）世 帯 数
５万８，２６２（－　２６）人　　口
２万７，２９３（－　１８）男
３万　９６９（－　８）女

４２出　　生
６１死　　亡
１０３転　　入
１１０転　　出

（　）内は前月比

１月　１日
早 馬�２０３１外・胃腸科井 上 医 院
鹿 島�１５００児 ・ 内 科こどもクリニック永松
大 日�４４１１歯　 科石 沢 歯 科 医 院

１月　２日
天神（出水）�２６００産・内・外科境 田 医 院
向 江�７７０７児 ・ 内 科キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク
大 日�４４１１歯　 科石 沢 歯 科 医 院

１月　３日
西 水 流�３１１３内・精・神経科高 尾 野 病 院
沖 田�７８００泌 尿 器 科よしだ泌尿器科クリニック
元町（出水）�３６０８歯　 科徳 森 歯 科 医 院

１月　７日
向 江�８２００循環・内科福 永 内 科 循 環 器 科
栄 町�０１６７内 ・ 児 科二 宮 医 院
上 沖 田�２５０１歯　 科福 原 歯 科 医 院

１月　８日
鹿 島�１１１２皮 膚 科よ う 皮 ふ 科 医 院
六月田中�１８６１外・胃腸・整外科東 医 院
花 立 西�８５１９歯　 科つ ば さ 歯 科 医 院

１月１４日
大 久 保�３９９８内・皮・精神科奥 田 蘇 明 会 医 院
今 釜 西�５５６０内・神経内科つかさとクリニック
（阿久根市）�３３００歯　 科ス マ イ ル 歯 科 医 院

１月２１日
栄 町�０１７０耳鼻咽喉科吉田耳鼻咽喉科医院
広 瀬�０００９産・内・児科白 男 川 ク リ ニ ッ ク
栄 町�２１５０歯　 科金 子 歯 科 医 院

１月２８日
上の原（高尾野）�００１７内 ・ 外 科高尾野医療センター
沖 田�３１５１耳鼻咽喉科市 川 医 院
（阿久根市）�０５５６歯　 科あ く ね 歯 科 医 院

（
１
月
１
日
〜
４
日
は
休
館
）

「
思
い
出
の
小
学
校
写
真
展
」

開
催
中
� 

１
月　

日
ま
で

１４

出水歴史民俗資料館（市立中央図書館２階）
　　　　　　　　　　　　　　（��０２５６）
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は
い
い
の
で
す
が
、
使
用
し
て
い

な
い
時
が
す
ご
く
暗
い
で
す
。

（
市
長
へ
の
手
紙
よ
り
一
部
抜
粋
）

　
　
　
　
（
回　

答
）

　

庭
球
場
周
辺
は
、
夜
間
利
用
者

の
た
め
に
倉
庫
付
近
、
ト
イ
レ
南

側
付
近
の
２
つ
の
外
灯
を
点
灯
し

て
お
り
、
芝
生
広
場
周
辺
、
噴
水

施
設
周
辺
、
あ
ず
ま
や
付
近
に
い

く
つ
か
の
点
灯
し
て
い
な
い
外
灯

が
あ
り
ま
す
。

　

以
前
は
、
日
没
か
ら
午
後　

時
１０

　

分
ま
で
全
部
の
外
灯
を
点
灯
し

３０て
い
ま
し
た
が
、
夜
遅
く
ま
で
若

者
が
公
園
内
に
た
む
ろ
し
、
一
般

の
利
用
者
の
中
に
は
恐
怖
心
を
抱

く
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
か

ら
、
一
部
を
残
し
、
他
の
外
灯
に

つ
い
て
は
消
灯
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
は
、
若
者
が
遅
く
ま
で
い

る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
た
と
同
時

に
、
そ
れ
ま
で
多
発
し
て
い
た
ご

み
の
散
乱
や
施
設
へ
の
い
た
ず
ら

も
激
減
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
以
前

の
よ
う
に
全
部
の
外
灯
を
点
灯
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
が
、

消
灯
し
て
い
る
外
灯
の
中
で
効
率

よ
く
庭
球
場
周
辺
を
照
ら
す
こ
と

が
で
き
な
い
か
調
査
し
、
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

庭
球
場
周
辺
の

　

夜
間
照
明
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
要　

望
）

　

庭
球
場
周
辺
が
暗
く
て
危
な
い

の
で
、
夜
間
照
明
を
お
願
い
し
ま

す
。
コ
ー
ト
を
使
用
し
て
い
る
時
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市
内
に
は
冬
場
、
４
種
類（
ハ
シ

ブ
ト
、
ハ
シ
ボ
ソ
、
コ
ク
マ
ル
、
ミ

ヤ
マ
）の
カ
ラ
ス
が
い
ま
す
。

　

今
月
は
そ
の
中
で
コ
ク
マ
ル
ガ
ラ

ス
を
紹
介
し
ま
す
。

　

荒
崎
の
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
付
近

で
は
ミ
ヤ
マ
ガ
ラ
ス
と
一
緒
に
い
ま

す
が
、
ひ
と
回
り
小
さ
い
の
で
す
ぐ

わ
か
り
ま
す
。
雌
雄
同
色
で
、
淡
色

型（
写
真
）と
暗
色
型
が
い
ま
す
。
淡

色
型
は
、
後
頭
部
か
ら
腹
に
か
け
て

白
く
、
頭
頂
部
と
耳
羽
は
灰
色
、
そ

の
他
は
黒
色
で
す
。
カ
ラ
ス
と
は
思

え
な
い
声
で「
キ
ュ
」と
鳴
き
ま
す
。

　
「 
波  
濤 
を
越
え
て
い
け
桂
島
の
子
」を

は 
と
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
い
か
な
る
困

難
に
も
負
け
な
い
強
い
心
身
を
も
っ
た

児
童
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

児
童
１
人
に
教
師
１
人
と
い
う
環
境

の
中
で
、
徹
底
し
た
個
別
指
導
と
、
豊

か
な
自
然
を
生
か
し
た
体
験
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

『今月の問題』
　ツルの中で、「衣被ぎ（き
ぬかつぎ）」の異名をとるの
は次のうちどれ？
　
　　Ａ　マナヅル
　　Ｂ　ナベヅル
　　Ｃ　クロヅル
　
☆答えはホームページか　
　来月号で
　（先月号の答えは、
　Ｂのアヒルでした。）

寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒寒さささささささささささささささささささささささささささささささささににににににににににににににににににににににににににににににににに負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査寒さに負けず、羽数調査

上野昇さん（太田）撮影

　ツルの羽数調査は、東干拓休遊地を高尾野中学校ツ
ルクラブ、荒崎休遊地を荘中学校ツルクラブの生徒ら
が寒さの中、早朝から行っています。
　１１月２５日に行われた第３回羽数調査（第１回、第２
回は悪天候で中止）で１０，３７９羽が確認され、１０季連続
の万羽ヅルとなりました。
　１月６日に行われる第６回羽数調査の結果を待って
今季の渡来数が確定します。

花とあいさつの学校花とあいさつの学校

ちりめん漁体験ちりめん漁体験１対１の個人授業１対１の個人授業自然を生かした活動自然を生かした活動

島民の協力のもと実施した「ちりめん漁」
の体験学習を通して、漁の方法や仕事の
大変さを学ぶことができました。

児童１人、教師１人の個人指導で、基
礎・基本の徹底はもとより、発展的な学
習も行い、確実な学力の定着を図ってい
ます。

周りの環境を生かし、釣った魚の種類や
生息地を調べたり、山で季節探しをした
りして、桂島の良さを再確認しています。

高
尾
野
中
学
校
ツ
ル

ク
ラ
ブ
の
生
徒

荘
中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ

の
生
徒

Title:01・20完成版  




